
雑

報

(
一)
定
例
研
究
会

〇
第
三
二
八
回

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
九
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

契
約
法
に
お
け
る

『

自
律』

と

『

他
律』

―
合
意
に
よ
り

正
当
化
と
そ
の
限
界
―｣

大
原
寛
史

(

本
学
法
学
部
准
教
授)

〇
第
三
二
九
回

二
〇
二
〇
年
一
月
二
八
日

(
火)
一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

戦
争
犠
牲
者
の
記
憶
の
記
録
化
―
戦
後
正
義
論
と
移
行
期

正
義
論
に
つ
い
て
―｣

檜
山
幸
夫

(

本
学
名
誉
教
授)

(

二)

学
術
講
演
会

〇
特
別
講
演
会

二
〇
一
九
年
一
二
月
四
日

(

水)

一
六
時
三
〇
分
よ
り

〇
号
館
〇
七
〇
三
教
室

｢

戦
争
犠
牲
者
の
記
憶
―

『

戦
後
論』

を
踏
ま
え
て
―｣

檜
山
幸
夫

(

本
学
名
誉
教
授)

〇
学
術
講
演
会

二
〇
二
〇
年
一
月
二
一
日

(

火)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

〇
号
館
〇
七
〇
三
教
室

｢

日
本
政
治
の
現
状
と
こ
れ
か
ら｣

岩
井
奉
信

(

日
本
大
学
法
学
部
教
授)

(

三)

研
究
部
会

◎
ロ
シ
ア
研
究
部
会

・
研
究
会

◆
第
一
一
四
回

二
〇
一
九
年
五
月
七
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ク
ラ
イ
ン
と
し
て
の
事
態
把
握(

日
本
語
・
ロ
シ
ア
語
・

英
語
の
翻
訳
を
例
に)｣

ペ
ト
リ
シ
ェ
ヴ
ァ
・
ニ
ー
ナ(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
一
一
五
回

二
〇
一
九
年
七
月
九
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ロ
シ
ア
的
祖
国
観
と
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ｣

山
路
明
日
太

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
一
一
六
回

二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日

(

火)

一
六
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢
ロ
シ
ア
語
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
古
風
な
方
言
語
彙
の
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も
つ
重
要
性｣

佐
藤
規
�(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
一
一
七
回

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
二
日

(

火)

一
八
時
よ
り

号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

社
会
の
多
様
性
に
お
け
る
個
人
と
人
格
と
Л
И
Ч
Н
О

С
Т
Ь｣

松
田
昇

(
本
学
名
誉
教
授)

◆
第
一
一
八
回

二
〇
二
〇
年
一
月
一
四
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
研
究
所
会
議
室

｢

ト
ル
ス
ト
イ
の
キ
リ
ス
ト
教
観
―
『

福
音
書』

を
い
か

に
読
み
、
い
か
に
受
け
止
め
た
か
―｣

安
村
仁
志

(

本
学
学
長)

◎
台
湾
研
究
部
会

・
研
究
会

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
一
日(

月)

午
後
四
時
三
〇
分
よ
り

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

社
会
科
学
研
究
所
台
湾
史
研
究
セ
ン
タ
ー

｢

農
村
地
域
に
お
け
る
地
方
創
生
―
日
本
と
台
湾
と
の
比

較
研
究
―｣

報
告
者

�
紹
恒

(

交
通
大
学
客
家
文
化
学
院
院
長)

・
表
彰

二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日

(

金)

公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会

社
会
科
学
研
究
所
名
誉
所
長
で
あ
る
檜
山
幸
夫
名
誉
教
授

が
、
日
本
と
台
湾
と
の
相
互
理
解
に
よ
る
学
術
交
流
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
し
て
、
個
人
の
初
代
受
賞
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
た
め
、
表
彰
式
に
参
加
。

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
九
年
五
月
二
日

(

木)

〜
五
月
九
日

(

木)

国
史
館
台
湾
文
献
館
に
お
い
て
、
同
館
と
の
学
術
協
定
を

調
印
お
よ
び
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂
。

中
華
民
国
元
総
統
陳
水
扁
と
の
会
談
。

◆
第
二
回

二
〇
一
九
年
八
月
一
六
日

(

金)

〜
八
月
二
二
日

(

木)

国
立
政
治
大
学
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ

国
史
館
台
湾
文
献
館
に
お
い
て
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂
。

◆
第
三
回

二
〇
一
九
年
九
月
二
五
日(

水)

〜
九
月
二
九
日(

日)

沖
縄
県
立
博
物
館
２
０
１
９
年
企
画
展｢

台
湾
〜
黒
潮
で
つ

な
が
る
隣
ジ
マ｣

T
A
IW
A
N

〜O
k
in
a
w
a
's
n
eig
h
b
o
r

co
n
n
ected

b
y
th
e
K
u
ro
sh
io
C
u
rren

t

〜
に
参
加
。

◆
第
四
回

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
八
日(

水)

〜
一
二
月
二
八
日(

土)

174



国
立
政
治
大
学
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

研
究
会

国
史
館
台
湾
文
献
館
に
お
い
て
Ｄ
Ｈ
Ｐ
試
作
の
た
め
の
打
ち

合
わ
せ
お
よ
び
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂
。

◆
第
五
回

二
〇
二
〇
年
一
月
九
日(

木)

〜
一
月
一
三
日(

月)

台
湾
総
統
選
挙
の
取
材
。

◆
第
六
回

二
〇
二
〇
年
三
月
二
日(
月)

〜
三
月
四
日(

水)

台
湾
国
立
政
治
大
学
と
の
学
術
交
流
。

(

四)

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◎
公
文
書
研
究

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
九
年
四
月
八
日(

月)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
二
回

二
〇
一
九
年
四
月
二
六
日(

金)

一
七
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
三
回

二
〇
一
九
年
五
月
二
七
日(

月)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
四
回

二
〇
一
九
年
七
月
二
四
日(

水)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
五
回

二
〇
一
九
年
九
月
六
日(

金)

一
七
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
六
回

二
〇
一
九
年
九
月
三
〇
日(

月)

一
七
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

◆
第
七
回

二
〇
一
九
年
一
〇
月
八
日(

火)

一
八
時
か
ら

三
号
館
四
階
社
会
科
学
研
究
所
所
室

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
六
日(

土)

〜
一
〇
月
三
一
日(

木)

ロ
ー
マ
、
モ
デ
ナ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
、

サ
ン
ミ
ニ
ア
ー
ト

◆
第
二
回

二
〇
二
〇
年
三
月
二
二
日(

日)

〜
三
月
二
九
日(

日)

那
覇
、
読
谷
、
恩
納
村
、
宜
野
湾
、
浦
添
、
豊
見
城
、
糸
満
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◎
竹
炭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
調
査

◆
技
術
動
向
調
査

二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
五
日(

火)
材
料W

E
E
K
(

京
都
市)

調
査
；
自
然
由
来
炭
素
化
合
物
に
つ
い
て
の
調
査

参
加
者
：
野
浪

亨

(

本
学
工
学
部
教
授)

、
他
四
名

(

学
生)

二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
五
日(

火)

島
津
製
作
所(

京
都
市)

調
査
；
竹
炭
の
細
孔
分
布
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
の
調
査

参
加
者
：
島
津
製
作
所
長
山
氏
そ
の
他
、
野
浪

亨(

本

学
工
学
部
教
授)

、
他
三
名(

学
生)

二
〇
一
九
年
一
一
月
二
七
日(

水)

〜
一
一
月
二
九
日(

金)

第
二
九
回
日
本
Ｍ
Ｒ
Ｓ
年
次
大
会(

神
奈
川
県
横
浜
市)

調
査
；
自
然
由
来
炭
素
化
合
物
に
つ
い
て
の
調
査

参
加
者
：
野
浪

亨

(

本
学
工
学
部
教
授)

、
他
八
名

(

学
生)

二
〇
二
〇
年
二
月
一
八
日(

火)

滋
賀
：
ヤ
ン
マ
ー
ガ
ス
化
炉

実
験
内
容
：
ヤ
ン
マ
ー
く
ん
炭
の
調
査

参
加
者
：
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
㈱
脇
坂
氏
、

野
浪

亨(

本
学
工
学
部
教
授)

、
他
四
名

・
実
験

◆
産
学
共
同
実
験

二
〇
一
九
年
六
月
五
日(

水)

滋
賀
：
ヤ
ン
マ
ー
ガ
ス
化
発
電
ユ
ニ
ッ
ト

実
験
内
容
：
ヤ
ン
マ
ー
く
ん
炭
の
評
価

参
加
者
：
野
浪

亨

(

本
学
工
学
部
教
授)

、
他
四
名

(

学
生)

二
〇
一
九
年
一
二
月
五
日(

木)

〜
七
日(

土)

福
岡
：
コ
ン
ド
ー
マ
シ
ナ
リ
ー

実
験
内
容
：
炭
素
化
材
料
の
作
製

参
加
者
：
コ
ン
ド
ー
マ
シ
ナ
リ
ー
近
藤
社
長
他
、
野
浪

亨(

本
学
工
学
部
教
授)

・
展
示

◆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン2019

〜
大
学
見
本
市
＆
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ

｢

生
体
模
倣
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
環
境
調
和
材
料
の
開
発｣

、

自
然
由
来
炭
素
化
合
物
の
開
発｣

、
野
浪

亨
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン2019

〜
大
学
見
本
市
＆
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
〜
、
単
独
、2019

参
加
者
：
研
究
支
援
課
岡
田
氏
、
三
好
係
長
他
、
長
谷
川
純

一(

本
学
工
学
部
教
授)

、
野
浪

亨(

本
学
工
学
部
教
授)
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・
研
究
会

◆
産
学
共
同
研
究
会

二
〇
一
九
年
一
二
月
五
日(

木)

一
八
時
三
〇
分
よ
り

福
岡
県
柳
川
市

議
題
：
①
今
年
度
の
本
学
の
取
り
組
み
、
②
竹
炭
関
連
製
品

の
開
発
状
況
、
③
今
後
の
研
究
計
画

参
加
者
：
コ
ン
ド
ー
マ
シ
ナ
リ
ー

(

株)

近
藤
社
長
、
野

浪

亨(

本
学
工
学
部
教
授)

◆
産
学
共
同
研
究
会

二
〇
一
九
年
一
一
月
一
五
日(

金)

本
学
：
ヤ
ン
マ
ー
ガ
ス
化
炉

実
験
内
容
：
ヤ
ン
マ
ー
く
ん
炭
の
今
後
の
検
討
方
針

参
加
者
：
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
㈱
脇
坂
氏
、
野

浪

亨(

本
学
工
学
部
教
授)

、
他

◆
産
学
共
同
研
究
会

二
〇
二
〇
年
二
月
一
八
日(

火)

滋
賀
：
ヤ
ン
マ
ー
ガ
ス
化
炉

実
験
内
容
：
ヤ
ン
マ
ー
く
ん
炭
の
今
後
の
検
討
方
針

参
加
者
：
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
㈱
脇
坂
氏
、
野

浪

亨(

本
学
工
学
部
教
授)

、
他

◎
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
学
際
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
展
示

◆
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

二
〇
十
九
年
十
月
二
三
日(

水)

曜
日
〜

常
設
展
示
と
し
て｢

ス
ポ
ー
ツ
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ｣

の
大
型
モ
ニ
タ
ー
上
で
文
字
・
画
像
・
音
声
デ
ー
タ
と
し
て

研
究
成
果
を
公
開
。

(

五)

出
版

〇
叢
書

叢
書
・『〈

ロ
シ
ア
的
な
る
も
の〉

の
探
求』

〇
紀
要

『

社
會
科
學
研
究』

四
〇
巻
第
一
号

二
〇
二
〇
年

『

社
會
科
學
研
究』

四
〇
巻
第
二
号

二
〇
二
〇
年
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